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9
月
7
日
（
土
）

8
日
（
日
）
の
2

日
間
、「
海
づ
く
り

　

つ
な
が
る
未
来

豊
か
な
地
域
」
を

テ
ー
マ
に
「
第
39

回
全
国
豊
か
な
海

づ
く
り
大
会　

あ

き
た
大
会（
主
催
：

豊
か
な
海
づ
く
り

大
会
推
進
委
員
会
、

第
39
回
全
国
豊
か

な
海
づ
く
り
大
会

秋
田
県
実
行
委
員

会
）」
が
盛
大
に
執

り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、

魚
食
国
で
あ
る
日

本
人
の
食
卓
に
、

安
全
で
美
味
し
い

水
産
食
料
を
届
け

る
た
め
に
、
水
産

資
源
の
保
護
・
管

理
と
海
や
湖
沼
・

河
川
の
環
境
保
全

の
大
切
さ
を
広
く

国
民
に
訴
え
る
と

と
も
に
、
つ
く
り

育
て
る
漁
業
の
推

進
を
通
じ
て
、
明

日
の
わ
が
国
漁
業

の
振
興
と
発
展
を

図
る
こ
と
を
趣
旨

に
、１
９
８
１
（
昭

和
56
）
年
よ
り
毎

年
各
地
で
開
催
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

（
※
本
会
は
、
第
３

回
よ
り
募
金
活
動

を
実
施
。）

　

今
年
の
開
催
地
、

秋
田
県
は
東
北
地
方
の
北
西
部
に
位
置

し
、
日
本
海
に
面
し
た
雄
大
な
自
然
に

恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
中
で
も
、
世
界
自

然
遺
産
の
白
神
山
地
や
秀
麗
な
鳥
海
山

を
は
じ
め
、
美
し
い
景
色
が
続
く
男
鹿

半
島
は
、
国
内
で
も
人
気
観
光
ス
ポ
ッ

ト
で
す
。

　

8
日
の
式
典
行
事
は
、「
秋
田
県
立

武
道
館
（
秋
田
市
）」
に
て
即
位
後
初

の
天
皇
・
皇
后
両
陛
下
ご
臨
席
の
も
と
、

地
元
の
方
々
に
よ
る
舞
踊
や
合
唱
、
功

　

決
議
の
省
略
に
よ
り
２
０
１
９
年
度

臨
時
（
第
３
回
）
理
事
会
を
開
催
（
８

月
26
日
）
し
、
以
下
の
提
案
に
つ
い
て

理
事
全
員
が
同
意
し
、
承
認
可
決
さ
れ

ま
し
た
。
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決
議
の
省
略
に
よ
り
２
０
１
９
年
度

臨
時
（
第
２
回
）
評
議
員
会
を
開
催
（
９

月
５
日
）
し
、
以
下
の
提
案
に
つ
い
て

評
議
員
全
員
が
同
意
し
、
承
認
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

①
辞
任
に
伴
う
後
任
評
議
員
（
３
名
）

の
選
任
、③
辞
任
に
伴
う
後
任
理
事
（
５

名
）・
監
事
（
１
名
）
の
選
任

　

9
月
11
日
、
本
会
理
事
長
・
鈴
木
俊

一
が
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
担
当
大
臣

を
辞
任
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
に
伴
い
、
大
臣
就
任
時
「
政

務
三
役
規
範
（
平
成
13
年
閣
議
決
定
）」

に
よ
り
、
休
職
扱
い
と
し
、
副
理
事
長
・

岸
宏
が
理
事
長
職
務
を
代
行
し
て
お
り

ま
し
た
が
9
月
12
日
付
で
、
本
会
理
事

長
を
復
職
扱
い
と
致
し
ま
す
。

理
事
長
の
復
職
に
つ
い
て

２
０
１
９
年
度

臨
時
（
第
３
回
）
理
事
会

①
臨
時
（
第
２
回
）
評
議
員
会
の
招
集

の
決
定
、
②
辞
任
に
伴
う
後
任
評
議
員

（
３
名
）
の
推
薦
、
③
辞
任
に
伴
う
後
任

理
事
（
５
名
）・
監
事
（
１
名
）
の
推
薦
、

④
辞
任
に
伴
う
後
任
奨
学
生
選
考
委
員

（
１
名
）
の
選
任
に
つ
い
て

【
新
任
者
ご
芳
名
】

▽
奨
学
生
選
考
委
員
―
福
田
泰
幸
氏

（
日
本
漁
船
保
険
組
合
審
査
部
部
長
）

【
新
任
者
ご
芳
名
】

▽
評
議
員

大
目
慶
一
氏
（
石
川
県
漁
業
協
同
組

合
専
務
理
事
）

鈴
木　

博
氏
（
静
岡
県
漁
業
協
同
組

合
連
合
会
代
表
理
事
専
務
）

﨑
山
義
澄
氏
（
高
知
県
漁
業
協
同
組

合
連
合
会
代
表
理
事
会
長
）

▽
理
事

内
海
和
彦
氏
（
一
般
社
団
法
人
大
日

本
水
産
会
専
務
理
事
）

吹
上
圭
一
氏
（
日
本
漁
船
保
険
組
合

常
務
理
事
）

國
分
豊
子
氏
（
全
国
漁
協
女
性
部
連

絡
協
議
会
会
長
）

中
島　

健
氏
（
全
国
共
済
水
産
業
協

同
組
合
連
合
会
常
務
理
事
）

檜
垣
浩
輔
氏
（
公
益
財
団
法
人
漁
船

海
難
遺
児
育
英
会
参
与
）

▽
監
事

内
野　

徹
氏
（
全
国
共
済
水
産
業
協

同
組
合
連
合
会
常
任
監
事
）

２
０
１
９
年
度

臨
時
（
第
２
回
）
評
議
員
会

　

決
議
の
省
略
に
よ
り
２
０
１
９
年
度

臨
時
（
第
４
回
）
理
事
会
を
開
催
（
９

月
17
日
）
し
、
以
下
の
提
案
に
つ
い
て

理
事
全
員
が
同
意
し
、
承
認
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

①
業
務
執
行
理
事
の
選
定
に
つ
い
て

２
０
１
９
年
度

臨
時
（
第
４
回
）
理
事
会

▲子ども達に大人気
　のさかなクン

式　典 イベント

　

本
会
普
及
指
導
事
業
の
１
つ
で
あ
る

奨
学
生
・
保
護
者
交
流
活
動
『
２
０
１

９
ふ
れ
あ
い
旅
行
』
を
、
７
月
26
日
か

ら
２
泊
３
日
の
日
程
で
開
催
し
ま
し

た
。

　

こ
の
活
動
は
、
①
体
験
活
動
を
通
じ

て
子
供
た
ち
が
「
友
情
の
輪
を
広
げ
」、

か
つ
「
生
き
る
力
」
を
学
ぶ
場
を
提
供

す
る
こ
と
、
②
保
護
者
間
の
交
流
の
場

を
提
供
す
る
こ
と
、
③
親
子
で
貴
重
な

時
間
と
体
験
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
さ

ら
に
家
族
の
絆
を
深
め
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
２
０
１
０
年
度
よ
り
実
施
し

て
お
り
ま
す
。
9
回
目
と
な
る
今
年
度

は
全
国
か
ら
募
集
し
た
奨
学
生
（
小
２

〜
中
３
）
と
そ
の
保
護
者
計
20
人
を
無

料
で
招
待
し
、
栃
木
県
日
光
市
【
鬼
怒

川
温
泉
・
日
光
東
照
宮
】
を
訪
れ
ま
し

た
。

　

当
日
は
、
漁
船
海
難
遺
児
を
励
ま
す

全
国
協
議
会
（
Ｊ
Ｆ
全
漁
連
）
か
ら
漁

政
部
檜
垣
参

事
、
Ｊ
Ｆ
共

水
連
か
ら
普

及
・
研
修
部

内
田
次
長
を

お
招
き
し
、

集
合
場
所
と

な
っ
た
コ
ー

プ
ビ
ル
に
て

結
団
式
を
行

い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
コ

ー
プ
ビ
ル
内
の

皆
さ
ん
に
見
送

ら
れ
現
地
へ
出

発
し
た
一
行

は
、
結
団
式
で

の
宣
誓
ど
お

り
、
３
日
間
仲

間
た
ち
と
楽
し

い
夏
の
思
い
出

作
り
に
励
み
ま

し
た
。

　

こ
の
旅
行
の

企
画
・
運
営
に
あ
た
っ
て
く
だ
さ
っ
た

ワ
ン
パ
ク
大
学
の
皆
さ
ん
は
じ
め
、
グ

ッ
ズ
を
ご
提
供
い
た
だ
い
た
各
関
係
団

体
の
皆
さ
ま
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
多

く
の
皆
さ
ま
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

【
参
加
者
数
】

20
人
〔
奨
学
生
12
人
／
保
護
者
8
人
〕

【
ス
タ
ッ
フ
数
】

７
名
〔
ワ
ン
パ
ク
大
学
３
人
（
ガ
バ
チ

ョ
・
ズ
ミ
・
ク
ロ
）
／
全
励
協
（
Ｊ
Ｆ

全
漁
連
）
職
員
１
人
／
本
会
職
員
３
人
〕

【
宿
泊
先
】

ホ
テ
ル
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
鬼
怒
川

【
協
賛
団
体
】

• 

Ｊ
Ｆ
全
漁
連

• 

Ｊ
Ｆ
共
水
連

• 

Ｊ
Ｆ
全
国
女
性
連※

順
不
同
・
敬
称
略

〈
関
連
記
事
2
面
〉

績
団
体
や
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
等
の
表
彰

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

天
皇
陛
下
は
「
海
の
恵
み
と
美
し
さ

を
次
世
代
に
引
き
継
い
で
い
く
こ
と

は
、
私
た
ち
に
課
せ
ら
れ
た
大
切
な
使

命
で
あ
る
と
考
え
ま
す
」「
大
会
を
契
機

と
し
て
海
や
漁
業
へ
の
理
解
と
関
心
が

さ
ら
に
深
ま
り
、
豊
か
な
海
づ
く
り
の

輪
が
こ
こ
秋
田
の
地
か
ら
全
国
へ
、
そ

し
て
未
来
に
向
け
て
大
き
く
広
が
っ
て

い
く
こ
と
を
願
い
ま
す
」
と
お
言
葉
を

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
「
放
流
魚
等
の
お
手
渡
し
」

で
は
、
両
陛
下
よ
り
漁
業
関
係
者
に
対

し
ハ
タ
ハ
タ
、
サ
ク
ラ
マ
ス
、
エ
ゾ
ア

ワ
ビ
、
ワ
カ
メ
の
種
苗
を
手
渡
し
さ
れ

ま
し
た
。

　

海
上
歓
迎
・
放
流
行
事
は
台
風
15
号

の
影
響
で
両
陛
下
の
帰
京
が
早
ま
り
ご

臨
席
は
取
り
や
め
と
な
り
ま
し
た
が
、

招
待
客
ら
約
３
７
０
名
が
集
ま
り
秋
田

港
よ
り
稚
魚
を
放
流
し
ま
し
た
。

　

本
会
に
お
い
て
は
、
あ
き
た
海
洋
少

年
団
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、

関
連
行
事
「
豊
か
な
海
づ
く
り
フ
ェ
ス

タ
ｉ
ｎ
あ
き
た
（
７
日
・
８
日
／
セ

リ
オ
ン
屋
外
イ
ベ
ン
ト
広
場
）」
お
よ

び
「
式
典
会

場
（
８
日
）」

で
募
金
活
動

を
行
い
ま
し

た
。
関
連
行

事
会
場
の
2

日
目
に
は
、

昨
年
に
引
き

続
き
、
さ
か

な
ク
ン
（
東

京
海
洋
大
学
客
員
准
教
授
・
タ
レ
ン
ト
）

と
一
緒
に
募
金
を
呼
び
掛
け
、
来
場
さ

れ
た
多
く
の
皆
さ
ま
よ
り
温
か
い
ご
支

援
・
励
ま
し
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

最
後
に
ご
支
援
い
た
だ
き
ま
し
た
多

く
の
皆
さ
ま
、
大
会
主
催
者
は
じ
め
募

金
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆

さ
ま
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
次
回
の
第
40
回
（
２
０
２
０

年
）
大
会
は
宮
城
県
で
行
う
予
定
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　

詳
し
い
情
報
は
、
宮
城
県
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジhttps://w

w
w

.pref.m
iyagi.jp

/soshiki/um
idukuri.htm

l

を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

▲お言葉を述べる天皇陛下
（写真提供：JF全漁連）

第39回 全国豊かな海づくり大会 あきた大会

▲放流する大島議長と岸会長
（写真提供：JF全漁連）
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2019　ふれあい旅行
栃木県　鬼怒川・日光の旅

17：30 鬼怒楯岩大つり橋  

トンネル内はヒンヤリ‼ 

本会局長は…高所恐怖症。

かなりビビッてます！ 

コープビルのたくさんの皆さんがお見送りに

来てくれました(^^)／

14：00 出発 
もっとゆっくり歩いてよ～

行ってきま～す 

行ってらっしゃーい 

7月26日（金）1日目

JF 全漁連 漁政部
檜垣参事

（育英会　参与）

JF共水連 普及・研修部
内田次長

新しいお友達が入りました‼

13：15 結団式〜ふれあいタイム

18：30 夕食 

19：30 ふれあいタイム 

9：30 鬼怒川ラフティング      

ライン下り　 

9：00 東武ワールドスクエア 

13：00 解散 

12：00 昼食 

14：00 日光東照宮見学

17：00 クラフト体験 

来賓ご挨拶

かんぱ～い 

怖いよ～ ‼ 

頑張るぞ 

きゃぁぁあぁ～ 

21：00 就寝

おしゃべりが弾みます♥ 

全員初心者‼ドキドキの体験‼キャーキャー大はしゃぎ

7月27日（土）2日目

7月28日（日）3日目
こちらは「ライン下り」組

「参加者の声」は次号でご紹介します。
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＊
公
的
年
金
問
題
や
か
ま
し
く
議
論
さ

れ
て
い
ま
す
。
目
の
前
の
事
だ
け
に
舌

戦
。
お
金
は
大
事
に
有
効
に
使
っ
て
こ

そ
活
き
て
き
ま
す
ね
。 

（
埼
玉
県
）

＊
捕
鯨
が
再
開
さ
れ
る
と
か
。
一
方
で

鯨
の
捕
鯨
は
罪
。
で
は
牛
や
豚
は
？
人

間
世
界
の
都
合
で
可
哀
想
な
の
は
人
間

に
食
べ
ら
れ
る
生
物
。
感
謝
あ
る
の
み
。

 

（
埼
玉
県
）

＊
退
職
し
て
30
年
。（
当
時
、
コ
ピ
ー

機
が
な
く
、
電
話
一
台
。
奨
学
生
の
数

は
多
く
、
事
務
作
業
は
人
力
だ
よ
り
で

し
た
。）
年
金
生
活
と
な
り
、
育
英
会

だ
よ
り
を
み
る
と
奨
学
生
の
数
も
減
少

し
、
基
金
も
当
時
と
比
べ
大
き
く
な
り

ま
し
た
ね
。
励
ま
し
お
ば
さ
ん
は
今
回

で
卒
業
し
ま
す
。 

（
千
葉
県
）

専
務
退
任
挨
拶　

２
０
１
８
年

８
月
に
前
高
浜

専
務
の
急
逝
を

受
け
、
急
き
ょ

専
務
を
拝
命
し

て
以
来
、
正
直
な
と
こ
ろ
１
年
を
超
え

る
勤
務
と
な
る
こ
と
は
想
定
し
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
こ
の
１
年
２
か
月
の
間

で
は
、
特
に
大
学
生
に
対
す
る
貸
与
事

業
を
廃
止
し
、
全
て
の
遺
児
に
対
し
て

給
付
事
業
に
一
本
化
す
る
こ
と
を
決
定

し
、
今
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
た
こ
と
は
、
本
当
に
よ
か
っ

た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
育
英
会
の
職
員
の
方
々
と
も

よ
く
意
思
疎
通
し
な
が
ら
、
全
体
的
な

運
営
・
管
理
面
に
お
い
て
非
常
勤
と
は

い
え
、
私
の
で
き
る
限
り
の
こ
と
は
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
か
な
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

さ
か
な
ク
ン
と
一
緒
に
高
知
・
秋
田

に
お
け
る
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会

で
募
金
活
動
が
で
き
た
の
も
、
一
つ
の

大
切
な
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

も
高
浜
君
が
天
国
か
ら
応
援
し
て
く
れ

た
お
か
げ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
檜
垣
新

専
務
に
は
、
育
英
会
50
周
年
記
念
行
事

の
成
功
を
託
す
こ
と
と
な
り
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
全
漁
連
専
務
と
し
て
、
ま
た

育
英
会
の
理
事
と
し
て
私
の
で
き
る
こ

と
は
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
の
で
何

卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
あ
わ
せ

て
関
係
の
皆
様
の
こ
の
間
の
ご
協
力
に

心
よ
り
感
謝
し
、
退
任
の
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

大
森　

敏
弘

専
務
就
任
挨
拶　

こ
の
度
、
漁

船
海
難
遺
児
育

英
会
の
専
務
理

事
に
就
任
い
た

し
ま
し
た
檜
垣

で
す
。

　

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

昭
和
58
年
に
全
漁
連
に
入
会
し
、
財

務
部
、
購
買
事
業
部
、
総
合
管
理
部
、

漁
政
部
を
経
験
し
て
、
今
年
37
年
目
に

な
り
ま
す
。
こ
の
間
、
最
も
長
く
携
わ

り
ま
し
た
購
買
部
門
に
お
い
て
は
、
海

外
燃
油
事
業
を
担
当
し
、
系
統
購
買
を

推
進
す
る
中
で
会
員
を
始
め
多
く
の
漁

業
者
の
皆
様
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

系
統
事
業
の
大
切
さ
を
実
感
致
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
平
成
23
年
3
月
に
発
生

し
た
「
東
日
本
大
震
災
」
の
直
後
に
異

動
し
た
総
合
管
理
部
で
は
、
Ｊ
Ｆ
グ

ル
ー
プ
全
体
で
展
開
し
た
「
が
ん
ば
れ

漁
業
募
金
」
や
支
援
物
資
の
お
願
い
に

対
し
て
、Ｊ
Ｆ
グ
ル
ー
プ
は
も
と
よ
り
、

一
般
の
方
々
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
ご
支

援
が
寄
せ
ら
れ
て
、
目
標
を
大
き
く
超

え
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
当
時
、
皆

様
の
協
同
の
精
神
に
感
謝
す
る
と
と
も

に
、
事
務
局
の
自
分
た
ち
自
身
も
励
ま

さ
れ
た
思
い
が
致
し
ま
し
た
。
当
育
英

会
の
事
業
も
ま
た
、
た
く
さ
ん
の
方
々

に
励
ま
さ
れ
、
ご
支
援
い
た
だ
い
て
成

り
立
っ
て
い
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
昭

和
45
年
に
設
立
さ
れ
て
か
ら
、来
年
は
、

50
周
年
を
迎
え
ま
す
。
諸
先
輩
方
が
長

年
に
渡
り
築
い
て
こ
ら
れ
た
育
英
事
業

は
大
変
意
義
の
あ
る
大
切
な
事
業
で
あ

る
と
、
改
め
て
そ
の
重
要
性
を
感
じ
て

お
り
ま
す
。
私
も
大
変
微
力
で
は
ご
ざ

い
ま
す
が
、
当
育
英
会
の
安
定
的
な
事

業
運
営
の
継
続
と
事
業
内
容
の
一
層
の

充
実
に
努
め
て
参
る
所
存
で
す
の
で
、

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
引
き
続

き
ま
し
て
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、ご
指
導
、

ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し

ま
す
。

檜
垣　

浩
輔

　

７
月
20
日
（
土
）、
津
カ
ン
ト
リ
ー

倶
楽
部
（
三
重
県
津
市
）
に
お
い
て
「
第

14
回
マ
リ
ン
カ
ッ
プ　

海
難
遺
児
チ
ャ

リ
テ
ィ
コ
ン
ペ
（
主
催
：
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

朝
光
ク
ラ
ブ　

代
表
・
朝
香
誠
彦
理
事

長
）」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
ち
ら
の
コ
ン
ペ
は
、
ゴ
ル
フ
を
通

じ
て
漁
船
海
難
遺
児
へ
の
育
英
資
金
を

募
る
こ
と
を
開
催
趣
旨
と
し
、
参
加
費

の
一
部
を
本
会
へ
第
１
回
よ
り
毎
年
ご

寄
附
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
も
県
内
外
よ
り
ゴ
ル
フ
愛
好
家

１
８
０
名
が
参
加
し
存
分
に
ク
ラ
ブ
を

振
る
わ
れ
、
関
連
イ
ベ
ン
ト
で
は
Ｊ
Ｆ

第
14
回
マ
リ
ン
カ
ッ
プ

海
難
遺
児
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
ペ

三
重
県
漁
連
・
三
重
県
漁
協
女
性
部
に

よ
る
郷
土
料
理
の
実
演
、
津
・
高
虎
太

鼓
（
津
打
の
会
）
の
演
奏
、
ス
ナ
ッ
グ

ゴ
ル
フ
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
な
行
事
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　

コ
ン
ペ
終
了
後
の
表
彰
式
で
目
録
を

受
け
取
っ
た
本
会
上
野
事
務
局
長
は
、

「
皆
さ
ま
方
の
ご
趣
旨
に
添
い
、
海
難

遺
児
の
育
英
事
業
の
た
め
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
述
べ
、
朝
香
理

事
長
（
写
真
・
右
）
に
感
謝
状
を
贈
り

ま
し
た
。

　

大
会
関
係
者
は
じ
め
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
し
た
多
く
の
皆
さ
ま
に
心
よ
り
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

９
月
20
日
（
金
）、
Ｐ
Ｇ
Ｍ
ゴ
ル
フ
リ

ゾ
ー
ト
（
沖
縄
県
国
頭
郡
恩
納
村
）
に

お
い
て
「
第
27
回
漁
船
海
難
遺
児
育
英

造
成
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
（
主

催
：
漁
船
海
難
遺
児
育
英
資
金
造
成
チ

ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
実
行
委
員

会
）」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
ち
ら
の
ゴ
ル
フ
大
会
は
、
海
難
等

の
事
故
に
よ
り
犠
牲
と
な
っ
た
漁
業
者

の
子
弟
が
将
来
社
会
に
貢
献
で
き
る
人

材
に
成
長
し
て
く
れ
る
こ
と
を
願
い
、

本
会
事
業
を
支
援
す
る
全
国
的
な
資
金

造
成
活
動
の
一
環
お
よ
び
、
県
内
の
遺

児
に
対
す
る
財
政
的
支
援
を
目
的
と
し

て
、
沖
縄
県
漁
協
参
事
会
が
中
心
と
な

り
、
各
漁
協
・
水
産
諸
団
体
の
ご
協
力

の
も
と
毎
年
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

当
日
は
約
75
組
３
０
０
名
が
参
加
さ

れ
、
早
朝
よ
り
プ
レ
ー
を
楽
し
ま
れ
ま

第
27
回
漁
船
海
難
遺
児
育
英
資
金
造
成

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会

▲表彰式にて、上原会長（右）と上野事務局長

し
た
。
プ
レ
ー
終
了
後
の
表
彰
式
で
目

録
を
受
け
取
っ
た
本
会
上
野
事
務
局
長

は
、「
皆
さ
ま
方
の
ご
趣
旨
に
添
い
、
海

難
遺
児
の
育
英
事
業
の
た
め
に
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
挨
拶
し
ま
し

た
。

　

大
会
関
係
者
は
じ
め
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
し
た
多
く
の
皆
さ
ま
に
心
よ
り
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

決
議
の
省
略
に
よ
り
「
２
０
１
９
年

度
第
２
回
奨
学
生
選
考
委
員
会
」
を
（
書

面
に
て
）
開
催
し
、「
出
願
者
（
７
月

15
日
締
切
）
の
選
考
」
に
つ
い
て
、
選

考
委
員
全
員
の
同
意
（
８
月
６
日
付
け
）

を
受
け
、
こ
の
結
果
、
学
資
給
与
奨
学

生
と
し
て
大
学
生
等
4
名
が
採
用
さ
れ

ま
し
た
。

　

な
お
、
新
規
奨
学
生
を
加
え
た
９
月

末
現
在
の
奨
学
生
数
は
、
別
表
（
最
終

頁
記
載
）「
都
道
府
県
別
奨
学
生
数
」
の

と
お
り
で
す
。

２
０
１
９
年
度

第
２
回
奨
学
生
選
考
委
員
会

　

7
月
4
日
（
木
）、
グ
ラ
ン
ド
ニ
ッ
コ

ー
東
京　

台
場
（
東
京
都
港
区
）
に
お

い
て
、「
２
０
１
９
年
度
全
国
Ｊ
Ｆ
共
済

担
当
者
研
修
会
（
主
催
：
全
国
共
済
水

産
業
協
同
組
合
連
合
会
、
川
端　

勲
会

長
（
当
時
））」
が
開
催
さ
れ
、
全
国
か

ら
Ｊ
Ｆ
共
済
担
当
者
約
３
０
０
人
が
集

結
し
ま
し
た
。

　

本
会
に
お
き
ま
し
て
は
大
会
主
催
者

様
ご
協
力
の
も
と
、
会
場
入
口
に
て
募

金
活
動
を
行
わ
せ
て
い
た
だ
き
、
来
場

さ
れ
た
皆
さ
ま
よ
り
温
か
い
ご
支
援
を

賜
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

大
会
主
催
者
は
じ
め
、
ご
支
援
・
ご

協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
多
く
の
皆
さ
ま

に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

２
０
１
９
年
度

全
国
Ｊ
Ｆ
共
済
担
当
者
研
修
会▲募金活動の様子

　

２
０
１
９
年
６
月
か
ら
８
月
ま
で
に

ご
寄
附
を
頂
い
た
皆
さ
ま
の
ご
芳
名

（
敬
称
略
）
を
掲
げ
、
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

〔
６
月
〕
◎
北
海
道
▽
本
間
雅
彦
◎
宮

城
県
▽
畠
山
和
子
◎
秋
田
県
▽
山
岸
剛

◎
茨
城
県
▽
常
盤
和
己
◎
埼
玉
県
▽
岩

山
裕
史
▽
内
海
和
彦
▽
古
関
和
則
▽
小

林
哲
朗
▽
貴
家
誠
▽
鈴
木
基
之
▽
田
口

昭
博
▽
深
瀨
茂
哉
▽
松
本
安
裕
◎
千
葉

県
▽
石
山
新
悟
▽
大
類
裕
久
▽
米
田
滋

▽
宮
澤
敏
彦
▽
山
崎
喜
代
子
▽
吉
塚
靖

浩
▽
若
林
満
◎
東
京
都
▽
飯
島
孝
夫
▽

奥
田
勝
▽
勝
野
輝
美
▽
㈱
洸
洋
代
表
取

締
役
礒
野
洋
志
▽
タ
ー
ボ
マ
シ
ン
ジ
ャ

パ
ン
㈱
▽
髙
田
明
生
▽
戸
田
滿
弘
▽
長

屋
信
博
▽
根
本
京
子
▽
長
谷
成
人
▽
本

川
一
善
▽
水
田
正
和
▽
森
健
▽
渡
邊
千

鶴
子
◎
神
奈
川
県
▽
大
森
敏
弘
▽
越
智

豊
子
▽
中
村
芳
正
▽
正
木
勝
美
▽
大
和

陸
子
◎
静
岡
県
▽
古
寺
建
二
◎
兵
庫
県

▽
佐
藤
明
美
▽
三
木
周
子
◎
山
口
県
▽

熊
谷
佐
枝
子

〔
７
月
〕
◎
北
海
道
▽
本
間
雅
彦
◎
宮

城
県
▽
畠
山
和
子
◎
茨
城
県
▽
常
盤
和

己
◎
埼
玉
県
▽
岩
山
裕
史
▽
内
海
和
彦

▽
金
木
愛
子
▽
古
関
和
則
▽
小
林
哲
朗

▽
貴
家
誠
▽
鈴
木
基
之
▽
深
瀨
茂
哉
▽

ご
寄
附
の
お
礼
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古
支
部
・
山
田
支
部
―
宮
古
市
街
頭
募

金
―
全
日
海
本
部
経
由
◎
宮
城
県
▽
宮

城
県
秋
刀
魚
漁
撈
通
信
協
会
―
全
日
海

東
北
地
方
支
部
経
由
◎
埼
玉
県
▽
小
野

沢
通
◎
千
葉
県
▽
平
田
淳
一
◎
東
京
都

▽
石
﨑
信
義
▽
東
京
都
中
央
卸
売
市
場

豊
洲
市
場
福
祉
報
徳
会
▽
認
定
（
特

非
）
ジ
ャ
パ
ン
・
カ
イ
ン
ド
ネ
ス
協
会

―
ゆ
び
募
金
他
▽
第
21
回
ジ
ャ
パ
ン
・

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
シ
ー
フ
ー
ド

シ
ョ
ー
募
金
◎
神
奈
川
県
▽
（
一
財
）

日
本
船
員
厚
生
協
会
横
浜
国
際
船
員
セ

ン
タ
ー
（
ナ
ビ
オ
ス
横
浜
）
◎
愛
知
県

▽
全
日
本
海
員
組
合
名
古
屋
支
部
◎
兵

庫
県
▽
井
本
商
運
㈱
▽
（
一
財
）
日
本

船
員
厚
生
協
会
神
戸
大
倉
山
海
員
会
館

（
エ
ス
カ
ル
神
戸
）
◎
鳥
取
県
▽
浜
野

茂
夫
◎
長
崎
県
▽
㈱
さ
か
も
と
／
五
島

産
業
汽
船
㈱

松
本
安
裕
◎
千
葉
県
▽
石
山
新
悟
▽
大

西
絹
子
▽
大
類
裕
久
▽
米
田
滋
▽
宮
澤

敏
彦
▽
山
崎
喜
代
子
▽
吉
塚
靖
浩
▽
若

林
満
◎
東
京
都
▽
飯
島
孝
夫
▽
奥
田
勝

▽
勝
野
輝
美
▽
㈱
洸
洋
代
表
取
締
役
礒

野
洋
志
▽
タ
ー
ボ
マ
シ
ン
ジ
ャ
パ
ン
㈱

▽
髙
田
明
生
▽
戸
田
滿
弘
▽
根
本
京
子

▽
本
川
一
善
▽
増
山
基
一
▽
水
田
正
和

▽
森
健
▽
渡
邊
千
鶴
子
◎
神
奈
川
県
▽

大
森
敏
弘
▽
越
智
豊
子
▽
正
木
勝
美
◎

静
岡
県
▽
古
寺
建
二
◎
兵
庫
県
▽
佐
藤

明
美
▽
三
木
周
子
◎
山
口
県
▽
熊
谷
佐

枝
子
◎
長
崎
県
▽
寺
島
和
子

〔
８
月
〕
◎
北
海
道
▽
北
海
道
信
漁
連
職

員
会
▽
本
間
雅
彦
◎
宮
城
県
▽
畠
山
和

子
◎
茨
城
県
▽
常
盤
和
己
◎
埼
玉
県
▽

岩
山
裕
史
▽
内
海
和
彦
▽
小
林
哲
朗
▽

貴
家
誠
▽
鈴
木
基
之
▽
西
田
耕
太
郎
▽

深
瀨
茂
哉
▽
松
本
安
裕
◎
千
葉
県
▽
石

山
新
悟
▽
岩
下
巧
▽
大
類
裕
久
▽
斎
藤

信
夫
▽
檜
垣
浩
輔
▽
米
田
滋
▽
山
崎
喜

代
子
▽
吉
塚
靖
浩
▽
若
林
満
◎
東
京
都

▽
飯
島
孝
夫
▽
奥
田
勝
▽
勝
野
輝
美
▽

㈱
洸
洋
代
表
取
締
役
礒
野
洋
志
▽
タ
ー

ボ
マ
シ
ン
ジ
ャ
パ
ン
㈱
▽
髙
田
明
生
▽

戸
田
滿
弘
▽
根
本
京
子
▽
本
川
一
善
▽

水
田
正
和
▽
森
健
▽
渡
邊
千
鶴
子
◎
神

奈
川
県
▽
井
上
清
和
▽
大
森
敏
弘
▽
越

智
豊
子
◎
静
岡
県
▽
古
寺
建
二
◎
兵
庫

県
▽
佐
藤
明
美
▽
三
木
周
子
◎
山
口
県

▽
熊
谷
佐
枝
子
◎
大
分
県
▽
山
口
英
文

１
、
漁
協
系
統
募
金
（
各
都
道
府
県
の

漁
連
、
信
漁
連
等
で
構
成
す
る
「
漁
船

海
難
遺
児
を
励
ま
す
地
方
協
議
会
（
略

称
・
地
励
協
）」
等
で
取
り
扱
っ
た
分
で
、

一
般
寄
附
を
含
み
ま
す
。）

〔
６
月
〕
◎
富
山
県
▽
Ｊ
Ｆ
く
ろ
べ
―
自

販
機
売
上
一
部
―
㈱
ワ
ン
ハ
ー
ト
経
由

◎
静
岡
県
▽
Ｊ
Ｆ
清
水
用
宗
支
所
▽
静

岡
県
農
林
年
金
受
給
者
連
盟
焼
津
支
部

▽
用
宗
漁
港
ま
つ
り
実
行
委
員
会
◎
京

都
府
▽
山
田
幸
郎
―
ご
尊
父
様
ご
逝
去

に
際
し
香
典
返
し
の
一
部
と
し
て
◎
長

崎
県
▽
長
崎
大
学
鴻
洋
祭
実
行
委
員
会

◎
沖
縄
県
▽
Ｊ
Ｆ
糸
満
／
㈾
カ
ワ
ヒ
ラ

商
会
―
自
販
機
売
上
一
部
―
ダ
イ
ド
ー

ド
リ
ン
コ
㈱
沖
縄
オ
フ
ィ
ス
経
由

〔
７
月
〕
◎
北
海
道
▽
日
高
地
区
漁
協

職
員
協
議
会
―
第
62
回
日
高
地
区
漁
協

職
員
大
会
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
オ
ー
ク
シ
ョ

ン
売
上
金
◎
青
森
県
▽
Ｊ
Ｆ
泊
◎
千
葉

県
▽
Ｊ
Ｆ
千
葉
漁
連
木
更
津
あ
さ
り
事

業
所
／
Ｊ
Ｆ
富
津
―
自
販
機
売
上
一
部

―
コ
カ
・
コ
ー
ラ
イ
ー
ス
ト
ジ
ャ
パ
ン

㈱
（
利
根
）
木
更
津
支
店
経
由
◎
新
潟

県
▽
清
田
邦
之
―
ご
尊
父
様
ご
逝
去
に

際
し
香
典
返
し
の
一
部
と
し
て
◎
富
山

県
▽
Ｊ
Ｆ
く
ろ
べ
―
自
販
機
売
上
一
部

―
㈱
ワ
ン
ハ
ー
ト
経
由
◎
三
重
県
▽

（
特
非
）
朝
光
ク
ラ
ブ
―
第
14
回
マ
リ

ン
カ
ッ
プ
海
難
遺
児
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン

ペ
◎
山
口
県
▽
山
口
県
漁
協
青
壮
年
部

連
合
会
下
関
支
部
▽
Ｊ
Ｆ
山
口
下
関
南

風
泊
支
店
・
三
見
支
店
◎
長
崎
県
▽
Ｊ

Ｆ
上
五
島
町
▽
大
瀬
戸
町
漁
協
女
性
部

▽
柏
秀
伸
▽
尾
﨑
浩
二
―
香
典
返
し
と

し
て
◎
宮
崎
県
▽
漁
船
海
難
遺
児
を
励

ま
す
宮
崎
県
協
議
会
◎
沖
縄
県
▽
Ｊ
Ｆ

糸
満
／
㈾
カ
ワ
ヒ
ラ
商
会
―
自
販
機
売

上
一
部
―
ダ
イ
ド
ー
ド
リ
ン
コ
㈱
沖
縄

オ
フ
ィ
ス
経
由

〔
８
月
〕
◎
青
森
県
▽
青
森
県
浜
の
金

融
推
進
協
議
会
◎
富
山
県
▽
Ｊ
Ｆ
く
ろ

べ
―
自
販
機
売
上
一
部
―
㈱
ワ
ン
ハ
ー

ト
経
由
◎
静
岡
県
▽
Ｊ
Ｆ
清
水
◎
沖
縄

県
▽
Ｊ
Ｆ
糸
満
／
㈾
カ
ワ
ヒ
ラ
商
会
―

自
販
機
売
上
一
部
―
ダ
イ
ド
ー
ド
リ
ン

コ
㈱
沖
縄
オ
フ
ィ
ス
経
由

２
、
一
般
寄
附

〔
６
月
〕
◎
埼
玉
県
▽
小
野
沢
通
◎
東

京
都
▽
佐
藤
信
三
▽
若
井
克
友
▽
石
﨑

信
義
◎
大
阪
府
▽
脇
田
慎
司
◎
鳥
取
県

▽
浜
野
茂
夫
◎
宮
崎
県
▽
㈲
高
丸
水
産

◎
愛
知
県
▽
第
69
回
浅
海
増
殖
研
究
発

表
全
国
大
会
募
金

〔
７
月
〕
◎
埼
玉
県
▽
小
野
沢
通
◎
千
葉

県
▽
平
田
淳
一
◎
東
京
都
▽
２
０
１
９

年
度
全
国
Ｊ
Ｆ
共
済
担
当
者
研
修
会
募

金
◎
神
奈
川
県
▽
え
い
あ
ん
丸
小
笠
原

義
勝
◎
鳥
取
県
▽
浜
野
茂
夫
◎
岡
山
県

▽
日
本
漁
船
保
険
組
合
岡
山
県
支
所
職

員
◎
山
口
県
▽
堀
川
久
幸
◎
福
岡
県
▽

あ
ん
ず
の
里
市
利
用
組
合
▽
㈱
白
海
響

灘
作
業
所
▽
清
澤
恵
理
子
▽
内
浜
落
語

会
◎
長
崎
県
▽
宴
家
そ
く
彩
／
（
一
社
）

マ
リ
ン
・
ア
ク
テ
ィ
ブ
―
海
藻
を
食
害

す
る
イ
ス
ズ
ミ
や
ア
イ
ゴ
の
料
理
試
食

会
募
金
▽
濱
川
優
太
◎
熊
本
県
▽
中
村

祐
一
◎
そ
の
他
▽
か
き
や
ま
あ
き
ら

〔
８
月
〕
◎
岩
手
県
▽
全
日
本
海
員
組

合
岩
手
事
務
所
／
全
国
海
友
婦
人
会
宮

◆
ご
即
位
後
初
の
全
国
豊
か
な
海
づ
く

り
大
会
に
ご
出
席
さ
れ
た
両
陛
下
。
映

像
で
し
か
拝
見
で
き
な
か
っ
た
が
、
素

敵
で
し
た
。
来
年
は
、
私
の
大
好
き
な

サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ
マ
ン
の
故
郷
「
宮
城

県
」
で
の
開
催
。
両
陛
下
、

（
も
し
か
し
た
ら
）
サ
ン
ド

ウ
ィ
ッ
チ
マ
ン
!!
を
生
で

拝
見
出
来
る
こ
と
を
願
い
、

仕
事
に
励
み
ま
す
。

編
集
後
記

都道府県
給　　与　　奨　　学　　生

合計
幼児 小学生 中学生 高校生等 大学生等

北 海 道 11 6 5 9 31

青 森 1 2 3

岩 手 3 5 7 8 23

宮 城 1 2 3 4 3 13

福 島 1 5 6 9 5 26

茨 城 3 3

千 葉 4 1 3 2 10

神 奈 川 2 1 3

新 潟 2 2 4

石 川 1 1

静 岡 1 1

愛 知 1 1 2

福 井 1 1

三 重 1 1 2

兵 庫 1 1 4 6

和 歌 山 3 3 1 7

鳥 取 2 1 3

島 根

岡 山

広 島 1 1

山 口 2 2

徳 島 1 1

香 川 1 1 1 3

愛 媛 1 1 1 3 6

高 知 1 1 1 3

福 岡 1 1

福 岡 有 明 1 2 3

佐 賀 玄 海 3 1 4

長 崎 3 2 7 2 14

熊 本 4 2 2 8

宮 崎 1 2 4 7

鹿 児 島 1 3 4 8

沖 縄 1 1 1 3

合 計 6 45 33 61 58 203

注：給与奨学生には特別支援学生を含む。

（2019 年 9 月末現在 / 単位：人）

都 道 府 県 別 奨 学 生 数

　

10
月
１
日
か
ら
31
日
ま
で
１
か
月

間
、「
令
和
元
年
度 

全
国
漁
船
安
全
操

業
推
進
月
間
（
幹
事
団
体
：
（
一
社
）

大
日
本
水
産
会
）」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
月
間
の
目
的
は
（
１
）
漁
船
安
全

生存者
89%

死者・行方

不明者
11%

【幹事団体】 （⼀社）⼤⽇本⽔産会
【協賛】全国漁業協同組合連合会、全国共済⽔産業協同組合連合会、⽇本漁船保険組合

（公財）漁船海難遺児育英会、（⼀財）中央漁業操業安全協会、（⼀社）全国漁業無線協会、NPO法⼈⽔産業・漁村活性化推進機構
（⼀社）全国漁業就業者確保育成センター

【後援】⽔産庁、国⼟交通省、海上保安庁、運輸安全委員会、海難審判所

漁船の労働災害の半数以
上は、漁ろう中に発⽣︕

（資料）国⼟交通省

ライフジャ
ケットの着⽤は
義務です︕

安全な労働環境を形成し、労働災害減少
をサポートする「漁業カイゼン講習会」
を活⽤してください。
【漁業カイゼン講習会に関する問合せ先】
⼀般社団法⼈ 全国漁業就業者確保育成センター
Tel︓ 03-5545-1617

衝突事故の回避に有効なAIS（船舶⾃動
識別装置）を搭載した漁船については、
保険料の⼀部助成制度があります。

ライフジャケットの着⽤義務や使いやすいラ
イフジャケットの種類等についての詳細は、
国⼟交通省のホームページへ

作業別災害発⽣状況（H29）

漁船海難事故の原因のう
ち約2/3は⼈為的要因︕

（資料）海上保安庁

※ライフジャケット着⽤義務の適⽤除外となる場合があります。

漁船事故の原因の内訳（H26〜H30）

運航の過誤

（見張り不十分、

操船不適切等）
59%

機関取扱不良・

積載不良等 7%

不可抗力
26%

その他
8%

⼈為的要因

（資料）海上保安庁

【保険料の⼀部助成制度について】
実施主体︓⽇本漁船保険組合
お問合せは、最寄りの漁船保険組合⽀所へ

漁ろう
52%

荷役
13%

整備･管理
12%

出入港
6%

漁具漁網取扱
6%

漁獲物取扱
6%

その他･不明 5%

生存者
50%

死者・行方

不明者
50%

⾮着⽤ 着⽤

ライフジャケットの着⽤により、海中転
落時の⽣存率が⾼まります。

ライフジャケット着⽤の有無による海中転落者の
死亡率の⽐較（H26〜H30）

全
国
漁
船
安
全
操
業
推
進
月
間

操
業
に
関
す
る
漁
業
者
意
識
の
向
上

（
２
）
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
着
用
率
の

向
上
等
に
よ
る
人
身
事
故
発
生
の
減
少

（
３
）
安
全
航
行
・
安
全
操
業
の
徹
底

や
Ａ
Ｉ
Ｓ
（
船
舶
自
動
識
別
装
置
）
の

普
及
促
進
等
に
よ
る
漁
船
海
難
事
故
の

防
止
。
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。


